
研 究 短 報研 究 短 報 No.111 2015年 2月農業総合試験場

カットやスライス用
に適したトマト新品
種「サンドパル＊（試
交10-2)」 を開発

処理をしなくても果実が着く単為結果性を

持っているため、省力的に栽培することが

できます。

消費者と生産者の双方のニーズに応えた

本品種の普及により、トマトのさらなる生

産並びに消費の拡大が期待できます。

（園芸研究部・環境基盤研究部）

「サンドパル」は、赤い果実が特徴的な

200g程度の大玉のトマトです。この品種は、

カットした時の果汁の液だれが少ないため、

サンドイッチやサラダなどの用途に向いて

います。また、マルハナバチを放飼して受

粉させたり植物成長調節剤によるホルモン
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単為結果性のため、受粉しなくても実が着きます。

本研究の一部は、農林水産省委託プロジェクトにより実施しました。

*「サンドパル」は愛知県が取得

した登録商標です。
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